





















































番号 性別 年齢 インタビュー時間 調査地 当　時 現　職
T4 男 60代 2013年 9月 11日 大阪 通訳・講師 助教授
K2 女 80代 2014年 1月 15日 大阪 団長奥様 主婦
A4 女 60代 2013年 6月 26日 上海 １期生 教授（定）
B3 男 60代 2013年 6月 26日 上海 ２期生 教授（定）
C2 男 60代 2013年 6月 26日 上海 ３期生 教授（定）
C3 男 60代 2013年 6月 27日 上海 ３期生 教授































































場は長江以北の 33機関 47名，上海会場は長江以南の 34機関 49名，そのうち北京地区の 3機関は両
会場に参加）の正規受講生と，そのほか，一般聴講希望のために設けられた特別講座参加者，各会場
100名から 200名であった」（22）という。
また，受講者の年齢と性別について，「年齢は最低 23歳から最高 63歳（平均年齢 41.3歳）にわた
り，経歴も外語学院の新卒者から日本の旧制大学卒業者まで多様であった。男性 67名，女性 29名で
あった」（23）という。「上海会場では 40歳代が 14名で最も多く，次いで，20歳代・50歳代は共に 12名，
30歳代が 8名，60歳代が 3名であった。一方で長春会場では，40歳代の者は 5名で，60歳代の 2名
















































































































































































 ①  諸外国との文化交流，諸外国における日本理解の向上という観点から日本語教育→大臣官房文化交流部管
轄，実際の活動は国際交流基金
 ②  日本から諸外国（主として中南米）に移住した日本人移住者子弟に対する父母の母国語である日本語教育
に対する支援→大臣官房領事移住部管轄，実際の活動は国際協力事業団移住事業部







　⑷ 椎名和男「忘れ得ぬ先達の想い出と若き人々への期待」『日本語教育』 （135）， 2007年， 35頁。














































　� 〔国際交流基金 15年史編纂委員会 1990〕，前掲資料，59頁。
　� 大山正博『大平学校にみる日中国際文化交流の意義と実践』神戸大学修士学位申請論文，23頁。
